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「
み
な
の
学
」と
は

　
地
域
の
か
た
を
は
じ

め
企
業
・
大
学
な
ど
多

く
の
か
た
に
キ
ャ
リ
ア

教
育
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育

な
ど
の
学
校
の
教
育
活

動
を
支
援
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。各
種
調
査
の

回
答
か
ら
も
成
果
が
見

て
取
れ
ま
す
。

　
県
学
力
・
学
習
状
況

調
査（
小
学
校
４
年
〜

中
学
校
３
年
対
象
）の

結
果
か
ら
、「
地
域
の
歴

史
や
自
然
へ
の
関
心
を

持
っ
て
い
る
児
童
生

徒
」や「
将
来
の
夢
や
目

標
を
持
っ
て
い
る
児
童

生
徒
」の
割
合
が
県
平

均
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査（
小
学
校
６
年

生
・
中
学
校
３
年
生
対

象
）の
結
果
か
ら
、「
友

達
や
周
り
の
人
の
考
え

を
大
切
に
し
て
、お
互

い
に
協
力
し
な
が
ら
課

題
の
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
児
童
生
徒
」が

９
割
以
上
で
す
。

取
組
の
成
果

　
更
な
る「
み
な
の
学
」

の
発
展
の
た
め
に
、次

の
２
点
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。「
み
ん
な
で
皆

野
」の
想
い
で
歩
み
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
小
中
学
校
９
年
間
の

　
学
び
が
系
統
的
に
つ

　
な
が
る
よ
う
な
仕
組

　
み
を
整
え
る
。

②
中
学
校
卒
業
後
の
若

　
者
や
大
人
も「
み
な

　
の
学
」に
関
わ
れ
る

　
機
会
を
作
る
。

今
後
の
展
望

泥リンピック
国神小学校３～５年生が水田の代掻きとして実
施。全力で水田の中を駆け回りました。この水田
で、田植え・案山子づくり・収穫などの様々な農
業体験を行いました。

郷土芸能体験
皆野小学校５年生が秩父音頭の学習を実施。皆
野民俗芸能奏楽研修会のご指導のもと、大太鼓、
小太鼓、笛、鐘、それぞれの楽器について学び、ま
とめとして「秩父音頭発表会」を行いました。

自然体験～川遊び～
皆野幼稚園年長園児が、夏季保育で川遊びを体
験。職員やボランティアの皆野中学校生徒に見
守られながら、夢中で魚やカニを探し、その後は
スイカ割りをしました。

ABCプロジェクト
三沢小学校全校児童がカブトムシの飼育をとお
して幼稚園や保育園と交流。学校運営協議会の
協力のもと、カブトムシを幼虫から育て、多くの
園児を笑顔にしました。

　「
皆
野
町
を
愛
し
大
切
に
す
る
心
を
養
い
た
い
。」「
皆
野
町
の
教
育
を
み
ん

な
で
支
え
た
い
。」こ
う
し
た
思
い
か
ら
町
教
育
委
員
会
で
は
、ふ
る
さ
と
教

育「
み
な
の
学
」を
掲
げ
て
い
ま
す
。町
全
体
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
し
た
豊
か
な

教
育
を
創
造
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
ま
す
。

〇新学校給食センター建設
〇小学校統合
〇学校におけるＩＣＴ環境の整備
〇文化財の保存・活用

力を入れている取組

人
と
地
域
と
未
来
を
つ
な
ぐ
「
み
な
の
学
」
の
推
進

皆
野
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ

皆野教育シンポジウム
皆野中学校３年生が、「住み続けられ
る町づくり」をテーマに地域・地元企
業・大学生の方々と熱心に対話。集大
成として「まちづくり政策提言」を黒
澤町長にプレゼンしました。

これまでの取組


